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図 1: エージェント 5 人
における人間関係（青: 好
意的、赤:敵対的）の例。

本研究では、いじめにおける同調行動の特徴を明らかにすることを目的とし、シン
プルな数理モデルによるシミュレーションを用いて、いじめの同調行動に対する環境
や条件の依存性を調べた。
いじめの要因として、学校社会という集団の構造が挙げられる。そこで、複数の
エージェントの相互作用を調べる工学的手法の１つであるマルチエージェントシミュ
レーションを用いて、コミュニケーションによって変化するエージェント間の好感度
とエージェント自身のストレスに焦点を当てたモデルを構築し、いじめの同調行動の
解析を行った。先行研究の「世間」という日本独自の共同体意識の特徴を持つ日本型
モデルを基に、新たにヨーロッパ諸国で見られる個人主義の特徴を持つフランス型モ
デルを構築した。この 2種類のモデルに、さらに周囲の影響あり・なしと、エージェ
ントの行動分岐がランダム・状況維持・状況打破の条件を加えて、12 個の条件を設
定した。
シミュレーションの結果、日本型モデルではいじめが発生しやすいことが分かっ
た。さらに、周囲の影響がある条件では、いじめの深刻化または、発見の難しいいじ
めの存在が示唆される。フランス型では特殊な条件下でのみいじめが発生することが分かった。
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